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平成平成２２２２年年（（20102010））88月月11日日
歴史・文化の継承と創造歴史・文化の継承と創造
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　戸籍電算システムのオープニング

セレモニーが７月５日に役場内で行

われ、鈴木冬美さん（上竹谷）が発

行第１号として、大橋町長から戸籍

証明書を受け取りました。

　これまでの手作業が電算化された

ことにより戸籍等の証明書発行時間

が大幅に短縮されました。セレモ

ニーでは、大橋町長が「これまで以

上に住民サービスの向上に力を入れ

ていきたい」と挨拶しました。

戸籍電算システムを
導入しました

　町や仙台農協で組織する松島・夢・

農業農村活性化協議会では、７月５

日に松島第一小学校で、「町花・セッ

コク」の植栽が行われました。

　町花と町木に親しんでもらおうと

開催されたこの企画には、４年生７４

人が参加しました。児童たちはなれ

ない手つきで、紐でセッコクの苗を

松の枝に固定し、「早くきれいな花

がさけばいいな」と楽しみにしてい

ました。

　植え付けたセッコクは早ければ来

年の６月にピンク色のきれいな花を

咲かせることでしょう。

町花・町木を身近に

　町では、７月１日から松島町農村

婦人の家で留守家庭児童学級（愛称：

どんぐり学級）をスタートしました。

　どんぐり学級は、日中仕事などで

留守となる家庭の小学校１年生から

３年生を対象とした、第５小学校区

ではじめての学童保育となります。

　利用している８人の児童は卓球や

カードゲーム、誕生会をして仲良く

放課後の楽しい時間を過ごしていま

した。

　町では、地域における子育て支援

として、留守家庭児童学級の待機児

童ゼロの継続を目指しています。

どんぐり学級がスタート

▲発行第１号として戸籍証明書を
受けとる鈴木さん

▲戸籍電算システムの導入により
証明書の発行時間が大幅に短縮

▲カードゲームで楽しむ
児童たち

▲卓球をして仲良く遊ぶ児童たち

▲落ちないように慎重に

　

ト
ゲ
ト
ゲ
の
松
の
葉
に
苦
戦
し
な
が
ら

�
植
え
付
け
ま
し
た
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　７月１日より福浦橋の通行券に券

売機を導入しました。それに伴い通

行券を当町出身の漫画家、手代木史

織さんのイラストへと変更しました。

　手代木さんは「週間少年チャンピ

オン」で「聖闘士聖矢THE LOST 

CANVAS 冥王神話」を連載中です。

　手代木さんは「福浦橋は小さいこ

ろから良く散歩しました。天気のい

い日の赤い橋が大好きでした。描か

せていただきありがとうございまし

た」と話していました。

福浦橋の通行券のデザインが
手代木史織さんのイラストに

　県道奥松島─松島公園線のＪＲ仙

石線跨線橋下からホテル壮観付近の

歩道整備工事が完了しました。

　跨線橋の下は橋柱がなくなったこ

とで見通しも良くなり、歩道も設置

されたことで安全に通行できるよう

になりました。

　小野寺明美さん（高城）は「盲導

犬を利用しても安心して歩道を歩く

ことができるようになりました」と

喜んでいました。

県道奥松島－松島
公園線の工事完了

▲福浦橋の上から手を差しのべる
少女が描かれています

�
天
然
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

テ
ー
プ
カ
ッ
ト

　

研
修
や
合
宿
等
で
活
用
で
き
る

�
宿
泊
施
設

▲安心して歩行できるようになりました

　旧仙台育英学園高等学校松島研修

所が、宮城県サッカー協会が管理・

運営する松島フットボールセンター

として整備され、７月１１日にオープ

ニングセレモニーが開催されました。

　セレモニーでは、宮城県サッカー

協会の小幡会長や大橋町長をはじめ

とする関係者がテープカットなどを

行い、大橋町長が「スポーツの振興

と地域経済の発展に寄与できる施設

として期待しています」と挨拶しま

した。

松島フットボール
センターがオープン
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《　基　本　目　標　》�

「する」（Do）、「みる」（See）、「ささえる」（Support）環境づくり�

Do

See Support

Do

See Support
ささえるスポーツ�みるスポーツ�

するスポーツ�

ささえるスポーツ�みるスポーツ�

するスポーツ�

いつでも�
どこでも�
だれでも�
だれとでも�

いつでも�
どこでも�
だれでも�
だれとでも�

特　集

幅
広
い
町
民
の
元
気
を
は
ぐ
く
む
ス
ポ
ー
ツ
振
興

松
島
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
を
策
定

〜
前 
編
〜

重点施策　　①子どもの体力向上とスポーツへの意識の高揚

　　　　　　②高齢者・障がい者の健康寿命の延伸

　　　　　　③松島からスポーツの発信

松
島
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
と
は

　

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
楽
し
み
方

は
、
個
性
化
・
多
様
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
自
ら
行
っ

て
楽
し
む
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」、
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

楽
し
む
「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
」、
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
人
を
支
援
す

る
「
さ
さ
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
か
か
わ
り
方
、
楽

し
み
方
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
は
、
松
島

町
民
の
誰
も
が
、
生
涯
の
各
時
期
、

各
場
面
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
生

活
に
応
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
元
気
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で

き
る
町
の
実
現
を
目
的
と
し
て
策

定
し
ま
し
た
。

基　

本　

目　

標

　

「
す
る
」
人
は
も
ち
ろ
ん
、「
み

る
」
仲
間
・
家
族
、「
さ
さ
え
る
」
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
ス
ポ
ー
ツ
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

立
場
が
違
う
人
た
ち
が
互
い
に

連
携
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
創
出

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
い
つ

で
も
」、「
ど
こ
で
も
」、「
だ
れ
で

も
」、「
だ
れ
と
で
も
」
と
い
う
、

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
送
り
、

町
民
が
明
る
く
健
康
で
活
力
に
満

ち
る
よ
う
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
と
育
成
・
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

 「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
振
興

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
町
民
自
ら
が
、

ス
ポ
ー
ツ
の
場
や
機
会
を
創
出
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
町

民
が
主
体
と
な
る
「
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
支
援
が
重

要
で
す
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
競
技

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
整
備
を
、
町
民
や
ス
ポ
ー
ツ

団
体
と
協
働
し
て
推
進
し
ま
す
。

 「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
振
興

　

競
技
者
の
プ
レ
イ
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
楽
し
み
、
技
術
力
向
上

へ
の
意
欲
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

可
能
性
に
挑
戦
す
る
姿
に
感
動
し
、

共
感
す
る
豊
か
な
感
性
を
育
み
ま

す
。

　

町
民
や
関
係
団
体
、
企
業
な
ど

と
連
携
・
協
力
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を

み
て
楽
し
む
機
会
の
創
出
に
努
め

ま
す
。

 「
さ
さ
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
振
興

　

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
、

町
民
の
共
感
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意

識
を
育
み
、
町
民
の
交
流
と
町
民

協
働
へ
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

努
め
、
施
設
の
整
備
も
進
め
ま
す
。
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▲田中雅美さんが講師を務めた水泳教室

▲親子でコーディネーショントレーニング

十
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
の　
　
　
 

　
　

関
心
と
意
欲
の
向
上

　

小
さ
い
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ

の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
啓
発
活
動

の
機
会
を
と
ら
え
、
将
来
の
健
康

に
つ
な
が
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
の
体
験
こ
そ
が
大
切
で
あ

り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
基
本

と
な
り
ま
す
。

に
取
り
組
み
ま
す
。（
社
会
人

サ
ッ
カ
ー
全
国
大
会
な
ど
の
誘
致

な
ど
）

八
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の　
　
 

　
　

す
す
め

　

宮
城
県
は
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
数
が
多
く
あ
り
、
全
国
で
も
珍

し
い
県
の
一
つ
で
す
。
サ
ッ
カ
ー

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
練

習
会
場
を
提
供
し
地
域
や
子
ど
も

会
、
ま
た
は
学
校
単
位
で
見
学
を

呼
び
か
け
、「
み
る
」
こ
と
に
よ
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

九
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の　
　
 

　
　

講
演
会
の
実
施

　

頂
点
を
極
め
た
一
流
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
の
選
手
を
招
き
、
講
演
会

を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
に
身
近

な
所
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
い

る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
、
夢
を
持
た

せ
る
取
り
組
み
を
実
践
し
ま
す
。

四
、
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
、
子
ど

も
の
体
力
の
向
上
、
青
少
年
の
健

全
育
成
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
地
域

の
重
要
な
資
源
と
い
え
ま
す
。
今

後
も
関
係
諸
機
関
・
団
体
の
連
携

を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

五
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
行
政
、
地
域
、
学
校
と

の
連
携

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
、
自
主
独
立
が
原
則
で
す
が
、

地
域
住
民
の
理
解
の
も
と
で
、
地

域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
主

体
と
な
っ
て
機
能
す
る
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
、
行
政
や
学
校
と
連

携
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

六
、
ス
ポ
ー
ツ
を
観
て　
　
　
　
 

楽
し
む
基
盤
作
り

　

幼
児
期
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
と
の
出

合
い
を
大
切
に
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の

好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
を
観
て
楽
し
む
た
め
の

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
検
討
し
ま
す
。

七
、
一
つ
上
の
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ

に
ふ
れ
る
機
会
づ
く
り

　

小
・
中
学
校
や
競
技
団
体
な
ど

と
連
携
し
て
、
一
つ
上
の
レ
ベ
ル

の
ス
ポ
ー
ツ
を
観
る
機
会
が
多
く

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

竹
と
ん
ぼ
・
け
ん
玉
・
竹
馬
）
な

ど
も
取
り
入
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
成
長
期
に
必
要
な
体
の

動
き
を
高
め
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

リ
ズ
ム
感
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
ど

の
調
整
力
を
向
上
さ
せ
、
集
中
力

向
上
や
新
陳
代
謝
促
進
の
効
果
を

高
め
る
た
め
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用
を

図
り
ま
す
。

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
は
、
身
体
と
脳
・
神
経
系
統
の
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
発
育
を
促
し
、
運
動
の

習
得
効
果
を
高
め
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
法
で
、「
運
動
に
お
け
る
一
連
の

過
程
」
を
円
滑
に
、
正
確
に
行
う
能
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
す
。）

三
、
子
ど
も
の
体
力
向
上
へ
の 

具
体
的
な
取
り
組
み

　

平
成
二
十
年
度
の
体
力
・
運
動

能
力
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
宮
城

県
の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
は
四
十

七
都
道
府
県
中
三
十
六
位
と
低
迷

し
て
い
ま
す
。
松
島
町
の
子
ど
も

た
ち
も
こ
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
の
全
国
平
均
値
を

目
標
に
走
力
と
ジ
ャ
ン
プ
力
の
二

種
目
を
柱
と
し
て
取
り
組
み
ま
す

が
、
無
理
な
く
体
力
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

一
、
幼
稚
園
、
保
育
所
に
お
け
る 

運
動
や
遊
び
を
通
し
て　
　

バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
向
上

　

子
ど
も
は
「
競
争
し
た
が
る
」

「
真
似
し
た
が
る
」
と
い
っ
た
特

性
や
本
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
を
刺
激
し
快
活
な
行
動
を
起

こ
さ
せ
る
運
動
や
体
操
を
取
り
入

れ
、
体
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

二
、
学
校
体
育
に
お
け
る
手
作
り

遊
具
、
昔
遊
び
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
の
活
用

　

生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
た
め
に
は
、
幼
児
期
か
ら
家

庭
や
地
域
の
遊
び
場
、
公
園
な
ど

で
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
経
験
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
昔

遊
び
（
鬼
ご
っ
こ
・
か
ん
け
り
・

子
ど
も
の
体
力
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意
識
の
高
揚

スポーツ体験教室

「レッツ・スポーツ」
　総合型地域スポーツクラブマリソ

ル松島と町教育委員会では、年間を

通して様々なスポーツを体験できる

「レッツ・スポーツ」を開催します。

　今年で３年目となるこの事業は、

子どもたちが体を動かす機会が減少

したり、発達段階に応じたスポーツ

指導が受けられないなどの問題を解

決するため町とスポーツ関係団体が

連携して取り組みます。

　未就学児から小学４年生までを対

象に、ボールを使ったコーディネー

ショントレーニングや懐かしい「ろ

くもんす」などもメニューに含まれ、

楽しみながら自分がやりたいスポー

ツを見つけることができます。

●問合先　マリソル松島スポーツ

　　　　　クラブ　�３５４-６７９７
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松
島
の
持
つ
歴
史
的
な
文
化
特

性
を
活
か
し
た
七
夕
の
宵
の
祭
り

「
瑞
巌
寺
灯
道
」
が
、
今
年
も
八

月
六
日
か
ら
三
日
間
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

時
間
の
流
れ
の
ゆ
っ
た
り
と
し

た
空
間
で
、
癒
し
と
安
ら
ぎ
の
精

神
世
界
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

●
日
時　

八
月
六
日（
金
）〜
八
日

（
日
）　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

●
場
所　

瑞
巌
寺
参
道
周
辺
、
寺
町
小
路
、

水
主
町
通
り
、
松
島
海
岸
駅
前

広
場
、
観
瀾
亭

●
問
合
先  
� 
松
島
観
光
協
会

　

�
３
５
４－
２
６
１
８

静
寂
と
精
神
の
世
界

　

初
日
に
は
、
町
内
の
小
学
六
年

生
も
一
緒
に
瑞
巌
寺
参
道
沿
い
の

ろ
う
そ
く
を
一
斉
に
点
火
し
ま
す
。

暗
闇
に
灯
り
の
道
が
で
き
る
感
動

的
な
瞬
間
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
内
の
小
学
生
が
製
作
し

た
か
わ
い
ら
し
い
吊
り
灯
籠
が
飾

ら
れ
、
祭
り
に
華
を
添
え
ま
す
。

三
つ
の
異
な
る
光
を
探
そ
う

　

瑞
巌
寺
灯
道
の
エ
リ
ア
に
は
約

千
百
個
の
ロ
ウ
ソ
ク
が
灯
さ
れ
ま

す
。
そ
の
中
に
三
つ
だ
け
異
な
る

光
（
赤
・
青
・
緑
）
の
ロ
ウ
ソ
ク

が
今
回
初
登
場
し
ま
す
。
赤
は
情

熱
を
、
青
は
希
望
を
、
緑
は
安
心

を
意
味
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
間
と
も
違
う
場
所
に
設
置

さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
灯
道
エ
リ

ア
を
歩
い
て
探
し
出
し
て
く
だ
さ

い
。

寺
町
に
足
湯
が
登
場

　

寺
町
小
路
後
ろ
の
縁
日
屋
台
会

場
に
太
古
天
泉
松
島
温
泉
の
足
湯

が
登
場
し
ま
す
。

　

夏
の
夜
風
に
あ
た
り
な
が
ら
、

足
湯
に
つ
か
っ
て
日
頃
の
疲
れ
を

癒
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
時
間　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

●
場
所　

寺
町
小
路
後
ろ

　
　
　
　

縁
日
屋
台
会
場

●
料
金　

無
料

サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
や 

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
海
風
を
感
じ
る

　

松
島
ベ
イ
ク
ル
ー
ズ
で
は
、
期

間
中
、
松
島
湾
の
夕
景
を
楽
し
む

「
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
接
岸
後
、
停
泊
中
の
遊

覧
船
を
無
料
開
放
し
、
シ
ー
フ
ー

ド
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
が
楽
し
め

る
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
開
催
。
海
風

と
ビ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
定
員　

先
着
八
十
人

●
時
間　

午
後
五
時
受
付

　
　
　
　

午
後
六
時
出
発

●
問
合
先　

松
島
ベ
イ
ク
ル
ー
ズ
�

　

�
３
６
６－

５
１
１
１

〈瑞巌寺灯道〉�〈瑞巌寺灯道〉�

夏�の�宵�祭�り�8月6日～8月8日�

夏のとっておき松島�2010

第6回「松島検定」のお知らせ
　松島を訪れるお客様に対して、地元の人が地

元の言葉で「松島」を説明することが「おもて

なし」の第一歩となります。「おもてなしのまち

づくり」を目指し、松島検定を開催します。

●日　　時　8月 26 日 （木）

　　　　　　午前 10 時 30 分～正午

●会　　場　中央公民館

●検定方法　・解答時間　45 分間　　

　・設問 50 問　全問 4択問題　番号で解答

●合格認定等

　・４０問以上正解した方を合格として 「認定証」

　　を授与します。

　・受験・認定とも無料です

●申込締切　8月 20 日 （金）

●申込方法　氏名（ふりがな）　住所、年齢（性

別）、電話番号を明記し、郵送またはファック

ス・Ｅメールでお申込みください

●申込み・問合先（社） 松島観光協会

� 354-2618 　FAX 354-6196

Ｅメール  info@matsushima-kanko.com

芸術銀河 2010 協賛 
第 56回松島芭蕉祭並び全国俳句大会作品募集
●日　　時　１１月１４日 （日） 　午前９時　受付開始
●場　　所　芭蕉祭（午前１０時）陽徳院本堂　俳句大会（午後１時）中央公民館
●選　　者　今井聖、小川軽舟、西山睦、柏原眠雨、菅原鬨也、鈴木八洲彦、
　　　　　　高野ムツオ、蓬田紀枝子（敬称略）
●講演選評　今井聖、小川軽舟
●投句方法　３句１組（未発表雑詠・何組でも可、２００字詰原稿用紙使用、
　　　　　　氏名、郵便番号、電話番号明記のこと）
●締 切 日　９月１５日 （水） 厳守（当日消印有効）
●投 句 料　１組につき　1,000 円（定額小為替又は現金書留）
●大会当日　松島周辺の嘱目　午後０時３０分締切
●当日会費　1,500 円（但し、参加者は瑞巌寺庫裡、陽徳院御霊屋、観瀾亭を拝
　　　　　　観できます）
●顕　　彰　選者賞　宮城県知事賞　宮城県教育長賞　松島町長賞　
　　　　　　宮城県俳句協会長賞
●主　　催　松島町　宮城県文化振興財団　宮城県俳句協会
●後　　援　瑞巌寺　宮城県　宮城県教育委員会　塩竈市　松島観光協会、
　　　　　　宮城県観光連盟、河北新報社　ＮＨＫ放送局　東北放送
          　　　仙台放送　ミヤギテレビ　東日本放送
●投句先及び問合先
〒９８１－０２１５　宮城県松島町高城字三居山一５４－５５－４０４　榊原伊美方
第５５回松島芭蕉祭並びに全国俳句大会事務局
ＴＥＬ／ＦＡＸ　３５３－３２０１
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約
七
千
発
の
花
火
が
輝
く 

松
島
灯
籠
流
し
花
火
大
会

　

色
様
々
な
打
ち
上
げ
花
火
や
水

中
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
約
七
千
発

が
次
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
る
恒
例

の
松
島
灯
籠
流
し
花
火
大
会
。
松

島
湾
に
は
無
数
の
灯
籠
も
流
さ
れ
、

花
火
と
と
も
に
豪
華
絢
爛
に
彩
ら

れ
ま
す
。

●
日
時　

八
月
十
七
日 （
火
）

　

午
後
七
時
十
分
〜
午
後
八
時
二

十
分

荒
天
の
場
合
は
八
月
十
八
日

（
水
）に
延
期
と
な
り
ま
す
。

●
場
所　

松
島
海
岸
一
帯

　

花
火
大
会
当
日
は
交
通
規
制
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。　

※
花
火
観
賞
用
桟
敷
席
の
前
売
券

を
�
松
島
観
光
協
会
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

●
問
合
先　

�
松
島
観
光
協
会　

　

�
3
5
4－

2
6
1
8

百
年
の
伝
統
的
行
事 

瑞
巌
寺
大
施
餓
鬼
会

　

八
月
十
六
日
に
は
、
瑞
巌
寺
一

山
の
僧
侶
が
一
堂
に
会
し
て
伝
統

的
な
盂
蘭
盆
の
行
事
、
瑞
巌
寺
大

施
餓
鬼
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
七

百
有
余
年
の
伝
統
を
誇
る
こ
の
行

事
は
、
古
式
に
則
り
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
ま
す
。

　

海
上
に
は
、
百
八
の
灯
籠
と
と

も
に
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
供
養

灯
籠
が
流
さ
れ
、
有
縁
無
縁
仏
の

供
養
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

八
月
十
六
日 （
月
）

午
後
八
時
〜
午
後
八
時
四
十
五

分
●
供
養
花
火
打
ち
上
げ　

午
後
七
時
十
分
〜
午
後
七
時
四

十
分

●
場
所　

松
島
海
岸
中
央
広
場　

●
問
合
先　

�
松
島
観
光
協
会

　

�
３
５
４－

２
６
１
８

瑞
巌
寺
大
施
餓
鬼
会
奉
賛

松
島
灯
籠
流
し
花
火
大
会

八
月
十
七
日
開
催
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平成２２年度の総合健康診断を下記のとおり実施します。

●会　　場　保健福祉センター　どんぐり

●受付時間　午前７時～午前１０時

●送迎バス　ご利用になられる方は、下記発着所までお越しください。

　　　　　　行きは各発着所午前７時３０分出発、帰りは保健福祉センターより随時出発します。

　　　　　　なお、途中での乗降はご遠慮くださいますようお願いします。

平成２２年度　総合健診のご案内

送迎車発着場所対　象　地　区健診月日

品井沼農村環境改善センター 7:30 →

農村婦人の家 7:40

幡谷地区（小ケ谷・明神崎・新田・くぬぎ台

品井沼１・２・中通）
９月２日 （木）

漁協スタンド磯崎地区（１～５）９月３日 （金）

送迎はありません仕事等でどうしても平日に受けられない方
９月５日 （日）

※休日健診のみ、受付時間が午前７時～午前１１時までとなります。

小石浜バス停 7:20 →松島海岸駅前 7:25 →

菓匠三全駐車場 7:30 →松島駅前 7:40松島地区９月６日 （月）

菓匠三全駐車場 7:20 →普賢堂バス停 7:25

役場高城地区（西柳１・２・高城１・２・３・新３・

高城４・５・高城中）
９月７日 （火）

高城中央広場

華園集会所前
磯崎地区（６～１０）９月８日 （水）

白萩会館前

明神地区消防コミュニティーセンター 7:30 →

第二小学校向い側（サンクス側）7:35 →

新橋バス停 7:40

本郷地区９月９日 （木）

蒲サブセンター7:30→上竹谷生活センター7:40

→上幡谷地内バス停 7:50
幡谷地区（上幡谷）

上竹谷地区・下竹谷地区・北小泉地区

初原地区・桜渡戸地区

９月１０日 （金）
中島バス停 7:30 →上初原住宅前バス停 7:35

→健康館 7:40

役場高城地区（高城６・新６・割波・割波２・

光陽台・高城７・８・９・１０）
９月１３日 （月）

高城中央広場

手樽生活センター 7:30 →名込 7:35 →

元手樽 7:40手樽地区

根廻地区
９月１４日 （火）

古浦 7:30 →三浦 7:35 →左坂 7:40 →

根廻公会堂 7:45（各バス停）

下記日程については、午前の受付時間に加えて午後の時間帯も実施します。

対象地区以外の方でもかまいません。

　９月１４日 （火）　・・　午後１時～午後３時 、午後５時～午後７時 も実施

　　　ただし、午後は胃がん検診は実施しませんので、ご注意ください。

【総合健診・送迎等に関する問い合わせ先】

保健福祉センター　どんぐり　　�３５５-０７０３

年に1度は体の点検とお手入れ

のため、忘れずに受けましょう。
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健診を有効に受けるポイント

健診は、目に見えない体の状態や変化を知り、生活習慣を見直すよい機会です。

年に１回行われる健康診査は必ず受診するように心がけ、病気の芽を早いうちに摘みとりましょう。

①

１年に１回は健診を受ける

　病気の早期発見のため、定期的

な受診を心がけましょう。

②

再検査・精密検査の

必要があれば必ず受ける

　病気が重症化する前に早期治療

を行いましょう。

③

自分の健診結果の

内容を知っておく

　健診結果には必ず目を通して、

自分の健康状態をしっかり把握し

ておきましょう。

どんな検査をするの？（青年・特定・お達者健診の検査内容）

質問票への記入

　健診の前に、質問票の自覚症状

や生活習慣などに関することに答

えてもらいます。自宅に届いた受

診票の質問事項を記入の上、持参

してください。

身体計測

　身長、体重を計測し、肥満度が

わかるＢＭＩ値を確認します。ま

た、特定健診対象者の方のみ腹囲

を測定し、内臓脂肪の状態を調べ

ます。

診　察

　医師の聴診などによる検査です。

検　尿

　尿中の糖やたん白を調べ腎臓病

や糖尿病がないか検査します。

心電図検査・眼底検査　貧血検査

　一定の基準のもと、医師が必要と認めた場合

（特定・お達者健診のみ）に上記の検査を行います。

※対象外（希望者）は有料で受診できます

・心電図検査：1,000 円

・眼底検査：600 円

・貧血検査：400 円

血液検査

　血液検査で、高血糖や脂質

異常、肝機能障害がないかを

確認します。

※特定健診対象者の方のみ、

腎臓機能を調べる「血清クレ

アチニン」検査を行います。

血圧測定

　収縮期（最高）血圧

と拡張期（最低）血圧

をはかり高血圧かどう

かの判断をします。

備　考料　金対象者検（健）診名

※被用者保険（協会けん

ぽ、健保組合、共済組

合、国保組合）の被扶

養者の方は、松島町

で行う総合健診と同

様の日時、場所で特

定健診を受診するこ

とができます。医療

保険者が発行する「受

診券」「被保険者証」

「一部負担金」

　（受診券に明記）を持

参して、健診会場に

お越しください。

胸部レントゲン撮影：無料

喀痰検査：1,000 円

結核検診は 65 歳以上

肺がん検診は 40 歳以上

結核・肺がん検診

1,500 円18 歳～ 39 歳青年健康診査

無　料40 歳～ 74 歳

( 松島町国民健康保険加入者 )

特定健康診査

無　料75 歳以上お達者健康診査

1,000 円40・45・50・55・60・65・70 歳の女性骨粗しょう症健診

1,800 円上記以外の 40 歳以上の方（男性を含む）（骨量測定）

1,600 円30 歳～ 69 歳胃がん検診

1,000 円70 歳以上

500 円40 歳以上の方大腸がん検診

1,800 円50 歳以上の男性前立腺がん検診

800 円40歳の方・受けそびれた40歳以上の方肝炎ウィルス検査

★総合健診（９／２～９／１４）の内容
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地
域
に
お
け
る 

　

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　
　

仲
間
づ
く
り
の
推
進

　

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
少
子

化
や
核
家
族
化
、
近
隣
住
民
同
士

の
交
流
の
希
薄
化
に
よ
り
子
育
て

し
て
い
る
人
の
負
担
感
、
孤
立
感

が
増
し
て
い
ま
す
。

　

前
期
計
画
策
定
以
降
、
母
子
の

孤
立
を
予
防
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
、
仲
間
づ
く
り
の
推
進

を
図
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
度

に
実
施
し
た
調
査
の
結
果
で
は

『
育
児
の
相
談
相
手
が
い
な
い
』

シリーズ次世代育成支援行動計画

育
も
う
！
す
こ
や
か
笑
顔
あ
ふ
れ
る
松
島
の
子

  
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

ひ
と
り
ひ
と
り
の
親
子
を

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②

　
　

大
切
に
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
②

母
性
並
び
に
乳
幼
児
の
健
康
の
確
保
及
び
増
進

と
答
え
た
方
は
、
乳
児
を
持
つ
母

で
一
・
七
％
、
三
歳
児
を
持
つ
親

で
三
・
〇
％
で
し
た
。
ニ
ー
ズ
調

査
の
結
果
で
は
、
町
内
の
子
育
て

家
庭
の
約
半
数
が
核
家
族
、
残
り

の
半
数
は
三
世
代
同
居
世
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
家
族
構
成
員

の
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
を
持
つ
こ
と

も
多
く
、
大
家
族
で
あ
り
な
が
ら

日
中
は
母
子
の
み
と
い
う
世
帯
が

多
く
あ
り
ま
す
。

　

世
帯
構
成
に
関
係
な
く
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
や
仲
間
づ
く
り
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が 

地
域
で
子
ど
も
を
見
守
る
意
識
を

　

子
育
て
家
庭
の
孤
立
を
防
ぎ
、

子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
全
体
が
子
ど

も
や
子
育
て
に
関
心
を
持
ち
、
仲

間
づ
く
り
や
世
代
間
交
流
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を
主
体
的

に
行
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

昨
今
は
急
激
な
少
子
高
齢
化
へ

の
危
機
感
と
相
ま
っ
て
社
会
全
体

の
子
育
て
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
住
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
地
域
の
子
育
て
家
庭
を

支
援
し
、
地
域
で
子
ど
も
を
見
守

る
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

町
と
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て 

子
育
て
へ
の
関
心
を
高
め
る

　

地
域
の
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
関
し
て
は
行
政
だ
け
で

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
、
子
育
て

中
の
親
や
地
区
住
民
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
様
々
な
立
場
で
、

住
民
参
画
に
よ
る
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

児
童
の
健
全
育
成
を
進
め
る
た

め
、
松
島
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
保

育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
等
で
世

代
間
交
流
を
推
進
す
る
様
々
な
取

り
組
み
が
実
施
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
と
地
域
と
の
交
流
の
機
会
を
積

極
的
に
設
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
は
複
数
の
子
育
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
推
進
し
、
加
え
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
社
会
情
勢
に
あ
わ

せ
た
住
民
目
線
で
の
情
報
発
信
を

充
実
さ
せ
、
子
育
て
へ
の
関
心
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▲地域とのつながりや仲間づくりが必要です

■計画の方向性（抜粋）
☆子育て情報の発信推進

・ホームページでの情報発信の充実

　町のホームページからの情報発信を充実させる

・出産時、転入時の情報提供の充実

　子育て支援に関するパンフレット、冊子を作成し、希望者に配布する

　各種手続きを行う窓口で子育て支援サービスの情報提供を実施する

☆親子の交流促進

・育児サークル活動支援

　育児サークル情報を広く周知するための掲示板を設置する

　各サークルの交流を図るための連絡会を設置する

　子育て支援センターが中心となって育児サークルの運営をサポートする

☆住民参加の子育て支援活動の推進

・世代間交流の推進

　世代間交流の拠点となる、誰もが気軽に集える場を設置する方向で検討

・子育てリーダーの育成

　講演会、研修等によりリーダーの育成を図る

・地域の人材活用

　幼稚園、保育所で地域の人材活用による様々な体験活動を行う

町民の声（ 抜 粋 ）

●インターネットでの情報発信を

充実させてほしい

●ジュニアリーダーやボランティ

アを活用して、放課後の活動等

を推進してほしい

松島町次世代育成支援行動計画
（後期計画）はホームページでも
ご覧いただけます。
http://www.town.matsushima.

miyagi.jp
●問合先　子育て支援センター
�３５４-６８８８
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松
島
町
内
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
っ
て
一
部
の
地
区
で
デ
ジ
タ

ル
波
の
受
信
が
困
難
な
、
い
わ
ゆ

る
難
視
地
区
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
策
の
全
体
計
画
に
つ
い

て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

八
月
八
日（
日
）、

　
　
　
　
　
　

九
日（
月
）

　

午
後
六
時
〜
午
後
七
時
三
十
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

　

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る 

家
庭
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
す

る
個
別
相
談
会
も
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

九
月
一
日（
水
）〜
三
日

（
金
）

相
談
会　

午
前
十
時
〜
午
後
四

時説
明
会　

午
後
一
時
〜
午
後
一

時
二
十
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
ま
つ

し
ま
八
月
号
と

一
緒
に
配
布
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
放
送
課

　

�
２
２
１－

０
６
９
４　

デ
ジ
サ
ポ
宮
城

　

�
７
４
５－

１
５
０
０　

企
画
調
整
課　

　

�
３
５
４－

５
７
０
２

新たな難視聴区域（松島町：約 1,200 世帯）
□松島町松島字町内・町頭・普賢堂・垣ノ内周辺、霞ヶ浦・浪打浜・小石浜周辺

□松島町高城字町・西柳周辺、居網二・明神二周辺、三居山一・反町周辺

□松島町磯崎字磯崎・待井・菱又・土樋合周辺

□松島町初原字志戸内・樋田・岩清水周辺

□松島町根廻字山王前・猫迫・丸田周辺

□松島町桜渡戸紫原・雁ヶ沢周辺

※総務省のシュミレーションでの区域（範囲）です。

※各家の立地・周辺条件等が異なりますので、各家ごとの難視の有無では

ありません。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
対
策
に

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
対
策
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

カニ、エビ、ホタテ貝などの電話勧誘販売にご注意！ ！
　魚介類を売りつける電話勧誘や注文に同意していないのに、勝手に送りつける商法が増えています。「カニは

好きですか」「市場の売れ残りを特価で販売します」などと電話があり、強引に契約をさせられました。断った

のに商品が届きました。届いた商品は代金に見合わない粗末なものでした。という相談が急増しています。

相談例①

　３日前に、過去に１回だけカニを購入した業者から「今、水産祭りをしており、通常２万５千円のカニを今

なら１万円にする」とあり、「値引きするなら」と了承しました。昨日、宅配業者が来て、代金引換で品物を

受領しました。宅配業者が帰ってから開けてみたら、１万円どころか３千円もしないと思われるひどいもので

した。すぐ販売業者に電話をしたが、「生ものなので解約できない」と言われました。（８０歳代・男性）

相談例②

　「カニとホタテ貝のセットで１万５千円にまける」と電話があり、あいまいに返事をしていたら、「２日後に

代金引換宅配便で届く」と言われました。断ろうと思ったが、販売業者は連絡先を言いませんでした。

アドバイス

（１）必要がなければ、きっぱりと断る。

（２）注文する場合は、販売業者に注文内容 (商品名、数量、値段、連絡先等）を確認。

（３）一度代金を支払ってしまうと、販売業者が返金に応じないトラブルが多発しています。

（４）電話で勧誘された場合、クーリング・オフで契約をやめることができます。クーリング・オフをする場合

は、代金を支払わず、商品の受け取りを拒否します。

（５）業者名、住所、連絡先も示さず送りつける手口もありますが、一方的に送りつけられても、承諾の意思を

示していなければ、受け取る必要はありません。

（６）いったん支払ってしまった代金を取り戻すのは難しいので、心当たりのない宅配便は安易に受け取らない

ようにしましょう。

消費生活相談

　●相談日時　毎月火曜日・木曜日　午前９時～午後４時３０分毎月

　　　　　　　(第１火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます )

　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　　　�３５４-5７０８
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松
島
郵
便
局
（
a
橋
鉄
雄
局
長
）
で
は
、

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
開
催
さ
れ
た
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
使
用
さ
れ
た
公
式

試
合
球
「
ジ
ャ
ブ
ラ
ニ
」
の
レ
プ
リ
カ
を
、

町
内
の
小
学
校
や
中
学
校
、
マ
リ
ソ
ル
松
島

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
九
日
に
は
a
橋
局
長
が
松
島
第

一
小
学
校
を
訪
れ
、
岩
淵
莉
音
さ
ん
（
六
年
）

と
菊
地
優
美
香
さ
ん
（
六
年
）
に
「
ジ
ャ
ブ

ラ
ニ
」
の
レ
プ
リ
カ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
受

け
取
っ
た
二
人
の
児
童
は
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
ボ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
が
直
接
見
れ
て
う

れ
し
い
」
と
興
奮
し
た
様
子
で
し
た
。

Ｗ
杯
試
合
球

レ
プ
リ
カ
を
寄
贈

　

宮
城
県
産
牛
普
及
促
進
松
島
地
区
実
行
委

員
会
で
は
「
美
味
し
い
・
安
全
・
安
心
な
宮

城
県
産
牛
の
勉
強
会
」
を
六
月
三
十
日
に
ホ

テ
ル
松
島
一
の
坊
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
に
は
、
町
内
の
宿
泊
業
者
や
宮
城

県
産
牛
の
生
産
者
、
農
協
関
係
者
な
ど
約
百

人
が
参
加
し
、
県
の
担
当
者
か
ら
宮
城
県
産

牛
の
安
全
な
育
成
の
取
り
組
み
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
仙
台
黒
毛
和
牛
と
宮

城
県
産
交
雑
牛
の
試
食
会
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
県
産
牛
の
お
い
し
さ
を
再
認
識
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
食
会
の
参
加
費
は
、
口
蹄
疫
で

深
刻
な
被
害
を
受
け
た
宮
崎
県
に
義
援
金
と

し
て
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲県産牛のおいしさを再認識していました

▲ジャブラニのレプリカを手渡される岩淵さんと菊地さん

　

松
島
町
地
産
地
消
実
行
委
員
会
（
小
島
等

委
員
長
）
が
主
催
す
る
「
松
島
の
マ
ル
シ
ェ

ま
つ
の
市
」
が
六
月
二
十
七
日
に
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
い
っ
ぱ
い
に
並
ん
だ
地
場
産
品

が
販
売
さ
れ
、
訪
れ
た
町
民
は
新
鮮
で
安
全
、

そ
し
て
格
安
と
あ
っ
て
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど

買
い
物
を
し
た
り
、
生
産
者
に
お
い
し
い
食

べ
方
を
尋
ね
た
り
と
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

松
島
の
マ
ル
シ
ェ
ま
つ
の
市
開
催
中

　

ま
つ
の
市
は
、
十
月
ま
で
の
毎
月
一
回

開
催
し
ま
す
。
次
回
は
八
月
二
十
九
日
の

開
催
で
す
。

　

台
湾
の
台
南
市
か
ら 
許 

シ
ェ
ー
・ 

添  
財 
市
長
を
団

テ
ィ
エ
ン 
ツ
ァ
イ

長
と
す
る
九
人
の
訪
問
団
が
、
七
月
八
日
に

松
島
町
を
訪
れ
、
大
橋
町
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　

許
添
財
台
南
市
長
は
「
ぜ
ひ
、
台
南
市
民

に
松
島
町
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
台
南
市

か
ら
の
観
光
客
を
増
や
し
た
い
」
と
話
し
、

大
橋
町
長
は
「
松
島
町
と
台
南
市
の
交
流
関

係
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
て
い

ま
し
た
。

　

訪
問
団
は
そ
の
後
、
遊
覧
船
で
の
松
島
湾

回
遊
や
瑞
巌
寺
の
拝
観
な
ど
、
松
島
観
光
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲消費者と生産者が直接交流できるまつの市

▲大橋町長から記念品を受け取る 許 
シェー・

 添  財 台南市長
ティエン ツァイ

宮
城
県
産
牛
の

勉
強
会
を
開
催

台
南
市
の
訪
問
団
が
来
町

松
島
の
大
地
の

恵
み
が
い
っ
ぱ
い



広報まつしま 2010　8月号13

　

第
六
十
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一

環
と
し
て
、
七
月
十
四
日
に
松
島
中
学
校
三

年
の
a
橋
鈴
さ
ん
を
一
日
保
護
司
に
委
嘱
し
、

啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
司
や
更
生
保
護
女
性
会
、
民

生
委
員
な
ど
の
関
係
者
は
、
松
島
中
学
校
と

松
島
高
校
校
門
で
生
徒
の
皆
さ
ん
と
共
に
朝

の
声
か
け
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

a
橋
さ
ん
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
体

と
な
り
、
地
域
の
犯
罪
や
非
行
を
な
く
し
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
社
会
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲松島中学校の前で行われた朝の声かけ運動

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
を
開
催

宮
城
郡
中
学
校

総
合
体
育
大
会
結
果

　

米
寿
お
め
で
と
う

（
七
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
石
森
タ
マ
コ
さ
ん
（
松
島
）

◆
竹
澤
か
め
よ
さ
ん
（
本
郷
）

◆
a
田
ト
キ
さ
ん
（
根
廻
）

◆
笹
城
戸
き
ゑ
子
さ
ん
（
下
竹
谷
）

◆
佐
々
木
利
惠
子
さ
ん
（
初
原
）

◆
a
野
辰
雄
さ
ん
（
初
原
）

◆
菅
野
八
重
さ
ん
（
本
郷
）

　

七
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
宮
城
県
身
体
障

害
者
仙
台
地
方
連
絡
協
議
会
総
会
の
席
上
で
、

峯
田
ミ
ネ
子
さ
ん
（
高
城
）
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

峯
田
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
る
身
体
障
害

者
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
勤
続
消
防
団
員
の

内
助
の
功
に
感
謝
状

身
体
障
害
者
福
祉
表
彰

　

六
月
十
八
日
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
平

成
二
十
二
年
度
宮
城
県
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
総
会
の
席
上
で
、
松
島
町
交
通
安
全
母

の
会
の
松
崎
ち
ゑ
子
さ
ん
（
初
原
）
が
安
全

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
崎
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
住
民

の
交
通
安
全
を
推
進
し
、
事
故
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

交

通

安

全

表

彰

　

六
月
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
六
十
二

回
宮
城
県
消
防
大
会
の
席
上
で
、
永
年
の
内

助
の
功
を
讃
え
、
大
友
よ
し
み
さ
ん
（
上
竹

谷
）
と
佐
々
ひ
さ
子
さ
ん
（
上
竹
谷
）
に

（
財
）
宮
城
県
消
防
協
会
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▲大橋町長に報告に訪れた佐々さん（左）と大友さん

▲峯田さん▲松崎さん

　

六
月
二
十
四
日
と
七
月
一
日
に
宮
城
県
総

合
運
動
公
園
で
第
十
五
回
宮
城
郡
中
学
校
総

合
体
育
大
会
陸
上
競
技
・
水
泳
競
技
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
団
体
（
敬
称
略
）

第
二
位　

水
泳
男
子
総
合

◆
個
人

第
一
位

水
泳

男
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
・
小
野
航
輝
（
一
年
）、

三
年
女
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
・
内
海
み
の
り

（
三
年
）、
女
子
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
・
内
海
み

の
り
（
三
年
）

陸
上

女
子
一
年
１
５
０
０
ｍ
・
山
崎
愛
（
一
年
）

第
二
位

水
泳

一
年
男
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
・
阿
部
慎
之
介

（
一
年
）、
一
年
男
子
１
０
０
ｍ
自
由
型
・
中

村
侑
樹
（
一
年
）、
女
子
４
０
０
m
自
由
形
・

堀
田
桃
花
（
二
年
）、
女
子
８
０
０
ｍ
自
由

形
・
堀
田
桃
花
（
二
年
）

陸
上

男
子
低
学
年
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
・
角
田

裕
太
（
二
年
）・
櫻
井
龍
太
郎
（
二
年
）・
小

畑
海
人
（
一
年
）・
本
田
賢
太
（
一
年
）、
男

子
共
通
走
幅
跳
・
野
田
悠
太
（
三
年
）、
男

子
共
通
砲
丸
投
・
佐
々
木
駿
（
三
年
）、
女

子
二
・
三
年
１
５
０
０
ｍ
・
千
葉
優
輝
（
三

年
）、

第
三
位

陸
上

女
子
共
通
８
０
０
ｍ
・
内
海
み
の
り
（
三
年
）
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生
涯
学
習

学
ぼ
う

遊
ぼ
う

楽
し
も
う

生
涯
学
習

LLEETT''SS

松
島
博
物
館
探
訪

　

平
成
二
十
二
年
度
松
島
町
芸
術

文
化
協
会
（
赤
間
洵
会
長
）
の
発

表
会
が
、
六
月
二
十
七
日
に
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
団
体
の
有
志
の
皆
さ
ん
に

よ
る
松
島
音
頭
で
華
や
か
に
幕
を

開
け
た
発
表
会
は
、
舞
踏
や
歌
謡
、

民
謡
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
次
々

と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
飯
川
ツ
ル

さ
ん
（
磯
崎
）
の
民
話
の
語
り
で

は
、
東
北
弁
の
独
特
の
口
調
に
観

客
も
自
然
に
惹
き
つ
け
ら
れ
、
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
示
の
部
で
は
、
絵
画

や
生
け
花
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
訪

れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

▲飯川ツルさんが民話を披露

　

六
月
八
日
に
松
島
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ホ
テ
ル
で
平
成
二
十
二
年
度

松
島
町
体
育
協
会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
平
成
二
十
一

年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た

個
人
、
団
体
へ
の
表
彰
が
あ
り
、

内
海
勝
洋
会
長
か
ら
表
彰
状
（
功

労
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

■
功
労
賞

堺　

勉
さ
ん
（
磯
崎
）

　

磯
崎
少
年
野
球
及
び
松
中
野
球

部
コ
ー
チ
と
し
て
十
八
年
の
間
、

松
中
野
球
部
を
二
度
全
国
大
会
に

導
き
、
少
年
野
球
で
は
、
第
三
十

二
回
ジ
ャ
ン
ボ
大
会
で
三
位
、
宮

城
県
ジ
ュ
ニ
ア
軟
式
野
球
大
会
優

勝
の
実
績
を
上
げ
、
松
島
町
少
年

野
球
の
発
展
に
大
い
に
功
績
を
残

し
ま
し
た
。

■
勲
功
賞

磯
崎
少
年
野
球

　

河
北
新
報
旗
争
奪
第
三
十
二
回

宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野

球
交
流
大
会
（
ジ
ャ
ン
ボ
大
会
）

第
三
位
、
宮
城
県
ジ
ュ
ニ
ア
軟
式

野
球
選
手
権
大
会
優
勝
。

第十六巻

た

ば

こ

盆

 
当
館
に
は
、
ち
ょ
っ
と
小

粋
な
「
た
ば
こ
盆
」
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
は
南
蛮
貿
易
に

よ
っ
て
十
六
世
紀
後
半
、

日
本
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

当
初
は
、
高
価
な
珍
し
い

外
来
品
で
し
た
が
、
江
戸

時
代
に
は
庶
民
に
ま
で
た

ば
こ
文
化
が
広
ま
り
を
見

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
た
ば
こ
は
「 
煙
管 
」

き

せ

る

に
葉
た
ば
こ
を
細
く
刻
ん

だ
「
細
刻
み
葉
た
ば
こ
」
を

詰
め
て
吸
う
形
態
で
、
現

在
の
「
紙
巻
き
た
ば
こ
」
と

は
様
子
が
違
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
盆
は
「
火
入
れ
」

（
種
火
を
入
れ
る
容
器
）
と

「
灰
お
と
し
」（
た
ば
こ
の

灰
を
捨
て
る
容
器
）
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
盆
（
又
は
箱
）
に

ま
と
め
た
も
の
で
、
現
代

で
い
う
ラ
イ
タ
ー
と
灰
皿

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
も
の

で
す
。
た
ば
こ
の
普
及
に

伴
い
、
喫
煙
者
の
好
み
に

あ
っ
た
様
々
な
意
匠
の
た

ば
こ
盆
が
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

当
館
の
展
示
資
料
は
大

名
家
に
伝
わ
る
品
物
に
ふ

さ
わ
し
く
、
全
体
は
黒
塗

り
で
、
伊
達
家
家
紋
「
三
引

両
」「
竹
に
雀
」「
蟹
牡
丹
」
を

金
蒔
絵
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

あ
し
ら
い
「
火
入
れ
」
の
透

か
し
模
様
と
「
灰
お
と
し
」

の
上
部
、
さ
ら
に
引
き
出

し
の
金
具
に
は
「
三
引
両
」

紋
を
さ
り
げ
な
く
配
し
て

い
ま
す
。

（
金
具
の
部
分
は
写
真
で

は
見
え
に
く
い
の
で
是
非
、

博
物
館
で
実
際
に
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

　

上
品
で
遊
び
心
の
感
じ

ら
れ
る
逸
品
で
す
。

松
島
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　

総
体
県
大
会
四
年
連
続
優
勝
、

新
人
大
会
五
年
連
続
優
勝
、
東
北

大
会
第
三
位
。

　

日
頃
よ
り
練
習
は
も
と
よ
り
、

練
習
試
合
で
も
真
剣
に
技
術
を
学

ぼ
う
と
努
力
し
、
公
式
戦
で
は
遺

憾
な
く
そ
の
実
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。

利
府
高
等
学
校

　

松
島
中
学
校
出
身
の
六
人
の
選

手
は
、
県
大
会
、
東
北
大
会
、
高

校
総
体
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出

場
し
多
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

第
五
十
八
回
高
校
総
体
優
勝
、

第
五
十
七
回
県
高
校
新
人
大
会
優

勝
、
第
四
十
四
回
東
北
高
校
選
抜

大
会
第
三
位
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

松
島
町
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

事
業
参
加
者
募
集

　

い
ち
ょ
う
の
会
と
中
央
公
民
館

と
の
共
催
で
「
キ
ム
チ
教
室
（
カ

ク
テ
キ
）」が
東
部
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

八
月
二
十
八
日
（
土
）

　

午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午

●
会
場　

松
島
町
東
部
地
域
交
流

　

セ
ン
タ
ー

●
定
員　

二
十
人
（
定
員
に
な
り

　

し
だ
い
締
め
切
り
）

●
受
講
料　

五
百
円
（
材
料
代
と
し

て
当
日
会
場
に
て
徴
収
し
ま
す
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

●
申
込
み
・
問
合
先　

中
央
公
民

　

館　

�
３
５
３－

３
０
３
０

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

松
島
町
体
育
協
会
表
彰
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本の宝物�

　花菱家が引っ越した先は、古

びた街の元写真館だった。なぜ

か持ち込まれる写真の謎を解き

明かす羽目になる長男の英一。

写真を通してそこに関わる人生

を垣間見ることになる。いつし

か英一たち家族にも封印してい

た過去と向き合う時が訪れる。

《 今月の新刊 》

「６TEEN」  石田　衣良　著
「張り込み姫」 垣根　涼介　著
「楊令伝（十三）」 
 北方　謙三　著
「水死」 　  　大江健三郎　著
「テレビのなみだ」

鈴木おさむ　著

●話題の本●

「小暮写眞館」
宮部みゆき　著

松島町温水プール松島町温水プール ＮＥＷＳＮＥＷＳ
～癒しの空間でエクササイズ～ 
ヨーガ教室　パート２

　ヨーガ独特の運動で身体を鍛え、体力維持増進に励みませんか。１０回の教室

で一連の動作を指導します。

●日　時　８月２４日～１１月 16日の毎週火曜日　計１０回

　（９月１４日、 １０月１９日、 １１月 9日は除く）  午前１０時３０分～午前１１時３０分

●定　員　１５人　　 　●対　象　一般

●指導者

●参加料　４,５００円　　●内　容　各種ポーズ、呼吸法等の指導をします

●申込み・問合先　８月１１日（水）午前１０時より温水プール「美遊」スタジオに

　て参加料とともに受け付けします。

～泳げるってたのしい～ 成人水泳教室 パート２
　何かに目標を持つことで活力のある生活を送りませんか？泳げるようになっ

て運動の幅を広げませんか？水泳は体にあまり負担をかけずに行える全身運動

です。

●日　時　８月２５日～１１月１０日の毎週水曜日　１０回　

　（９月２９日、 １１月３日は除く）　午後７時～午後８時

●定　員　１０人　　　　　●対　象　一般　

●指導者　菅原雅代 氏　　●参加料　５,０００円

●内　容　クロール２５m完泳を目標にまたその他の泳法習得のため指導します

●申込み・問合先　８月１１日（水）午前１０時より温水プール「美遊」スタジオに

　て参加料とともに受け付けします。

８月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ
１４日（土） 午後７時～　　   　　２１日（土） 午後７時～

２３日（月） 午後１時３０分～　　２９日（日） 午後１０時３０分～

　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プールで直接行います。申

請の際は、３カ月以内に写した本人の写真（縦３ cm×横 2.5cm）２枚をご持参

ください。　

　なお、各時間帯の受講者数はおおむね１０人（先着順）です。講習会時は上靴

と運動のできる服装をご持参ください。　

　学校の夏休み期間に伴い、７月２０日（火）から８月２３日（月）の期間、美遊施設

の休館日はありません。また、７月１日～８月３１日までの開館時間が午前９時

からとなります。暑い夏こそ運動で夏バテ予防に努めませんか。

　皆様のご利用をお待ちしています。

●問合先　スポーツ振興センター　� 354-4485

8 月の休館日　30日 （月）

《 児童書の新刊 》

「ゆうこのキャベツぼうし」　    
 やまわきゆりこ　絵
「わんわんおかお
　　/ぷるんぷるんおかお」
 とよたかずひこ　絵

《 図 書 室 》

＊図書室はお盆期間中も　　

　　　　　開館してます＊

●平　　　日　10:00 ～ 18:00

●土日・祝日　10:00 ～ 16:00

●休館日　月曜日、月曜日が祝

日の場合は翌日

●問合先　勤労青少年ホーム　

　�３５４-４０３６

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

ふ
れ
あ
い
映
画
教
室

参
加
者
募
集
！

第
三
回

●
日
時　

八
月
六
日 （
金
）　

　

午
前
九
時
三
十
分
〜

●
タ
イ
ト
ル　

「
山
古
志
村
の
マ

リ
と
三
匹
の
子
犬
」

●
内
容　

震
災
後
の
被
災
地
で
懸

命
に
生
き
抜
く
犬
の
親
子
を
通

じ
て
学
ぶ
命
の
「
尊
さ
・
大
切

さ
」

第
四
回

●
日
時　

八
月
十
三
日 （
金
）　

 　
　
　
　

午
前
九
時
三
十
分
〜

●
タ
イ
ト
ル　

「
い
い
か
げ
ん
で

も
で
き
る
野
菜
シ
リ
ー
ズ

（
秋
）」

●
内
容　

有
機
野
菜
実
践
編　

白

菜
・
大
根
・
タ
マ
ネ
ギ
・
エ
ン

ド
ウ
・
ほ
う
れ
ん
草
・
小
松
菜

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

　

�
3
5
3－

3
0
3
0



16

くくくくくくくくくくくくくくららららららららららららららししししししししししししししくらしののののののののののののののの 情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報情報

まつしまの相談窓口

募　 　 集

【採用試験】

警察官 B（男性）

●採用予定人数　６０人程度

●申込期間　

　７月３０日（金）～８月２７日（金）

●第１次試験日　９月１９日（日）

●第２次試験日　１０月中旬

●最終合格発表　１１月中旬

警察官 B（女性）

●採用予定人数　１０人程度

●申込期間　

　７月３０日（金）～８月２７日（金）

●第１次試験日　９月１９日（日）

●第２次試験日　１０月中旬

●最終合格発表　１１月中旬

警察事務（短大卒程度）

●採用予定人数　１０人程度

●申込期間　

　８月１３日（金）～９月３日（金）

●第１次試験日　９月２６日（日）

●第２次試験日　

　１０月下旬～１１月上旬

●最終合格発表　１１月中旬

平成２２年

宮城県警察官・警察職員募集

問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は
無料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

中央公民館
８月１０日（火）
午前１０時～午後５時

弁護士による無料法律
相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６人権擁護について

町　民勤労青少年ホーム
８月３日（火）
９月７日（火）
午前１０時～午後３時

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
�３５４-５７０８

消費生活相談について
消費生活相談

塩釜市けやき教室
�３６４-５１４１

小中学生を対象にした
不登校に関する電話相
談

塩釜市・多賀城市・松
島町・利府町・七ヶ浜
町の小中学生及び保
護者

塩釜市けやき教室

平日
午前９時～午後３時
※８月 12 日～ 18 日
　　夏季休業

不登校電話相談

健康づくり（保健師・栄養士）
�３５５-０７０３健康に関する相談

町　民
保健福祉センター

どんぐり
平日　
午前８時３０分～午後５時

健康電話相談

子育て支援センター
�３５４-６８８８

育児・子どもの発育・発
達の不安に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
�３５４-６５２５

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する電話相
談

健康づくり（保健師）
�３５５-０７０３

こころに関しての電話
相談

町　民

保健福祉センター
どんぐり

９月９日（木）
午後１時３０分～午後４時

こころの相談（予約制）

障害者支援班
�３６５-３１５３
疾病対策班
�３６３-５５０４

アルコールや薬物依存
についての電話相談

塩釜保健所

９月１０日（金）
午後２時３０分～午後５時

アルコール・薬物相談
（予約制）

ひきこもりや思春期に
ついての電話相談

８月１１日（水）
午後２時３０分～午後５時

ひきこもり・思春期ここ
ろの相談（予約制）

警察事務（高卒程度）

●採用予定人数　５人程度

●申込期間　

　８月１３日（金）～９月３日（金）

●第１次試験日　９月２６日（日）

●第２次試験日　

　１０月下旬～１１月上旬

●最終合格発表　１１月中旬

【採用選考考査】

航空整備士

●採用予定人数　１人程度

●申込期間　

　８月１３日（金）～９月３日（金）

●第１次試験日　９月２６日（日）

●第２次試験日　１０月下旬

●最終合格発表　１１月中旬

●問合先　宮城県警察本部警務部警務課採

　用係　採用フリーダイヤル　� 0120-204-606

●資格　１８歳以上２７歳未満の者

●受付　8 月 1 日（日）～ 9 月 3 日（金）

●試験日　高校男子は9 月 16 日、 17 日のいずれか1

　 日、高校男子以外は9 月 13 日、 14 日のいずれか1 日

●合格発表　試験時にお知らせします

●入隊　採用予定通知書でお知らせします

自衛官候補生（男子）

●資格　１８歳以上２７歳未満の者

●受付　8 月 1 日（日）～ 9 月 １０ 日（金）

●試験日　９月 28 日（火）～ ２９ 日（水）

●合格発表　１１ 月 １２ 日（金）

●入隊　２３ 年３月下旬～４月上旬

自衛官候補生（女子）

●資格　高卒（見込含）２１ 歳未満の者

●受付　8 月 1 日（日）～ 9 月 １０ 日（金）

●試験日　1次：9 月 ２３ 日（木・祝）　2 次： １０

 月 １６ 日（土）～ ２１ 日（木）のうち指定する 1 日

　 3 次： １１ 月 １３ 日（土）～ １２ 月 １６ 日（木）のうち

指定する日（海上は 1 日、航空は約 5 日間）

●合格発表　1 次：１０ 月 8 日（金）　 2 次：海上

 １１ 月 8 日（月）　航空　 １１ 月 4 日（木）

　3 次：２３ 年 1 月 ２１ 日（金）

●入隊　２３ 年 3 月下旬～ 4 月上旬

●問合先　自衛隊宮城地方協力本部

　石巻地域事務所　� 0225-83-6789

航空学生（海上・航空）

●資格　１８歳以上２７歳未満の者

●受付　8 月 1 日（日）～ 9 月 １０ 日（金）

●試験日　１次：９月 １８ 日（土）　２

次：１０ 月７日（木）～ １４ 日（木）まで

の間の指定する１日

●合格発表　１次：１０ 月１日（金）　

　　　　　　最終：１１ 月 １０ 日（水）

●入隊　２３ 年３月下旬～４月上旬

自衛官等募集

一般曹候補生（第２回）



くくくくくくくくくくくくくくららららららららららららららししししししししししししししくらし
の情報

広報まつしま 2010　8月号17

●日時　毎月第２・第４木曜日

　（土日祝祭日は除く）8月１２日（木）、

　２６日（木）　午前１０時～正午

●場所　塩釜保健所　

●問合先　塩釜保健所　�３６３-５５０５

お 知 ら せ

　町税等は、便利で忘れない、しか

も安心な口座振替を利用しましょう。

●納期限　８月３１日（火）

●町県民税　２期

●国民健康保険税　５期

●介護保険料　３期

●後期高齢者医療保険料　２期

●下水道受益者負担金　２期

●問合先　課税については税務班

　�３５４-５７０３

　納付については特別滞納整理室

　�３５４-５９１３

　介護保険料については健康長寿班

　�３５５-０６７７

　後期高齢者医療保険料については

　町民サービス班　�３５４-５７０５

　下水道受益者負担金については

　下水道班　�３５４-５７１０

� 361-1251塩釜市梅の宮 14-10永沼歯科クリニック8 月１日（日）

� 389-1182多賀城市高橋 4-2-1ありま歯科医院8 月 8日（日）

� 367-1774塩釜市藤倉 2-3-11引地歯科医院8月15日（日）

� 362-4344多賀城市鶴ヶ谷 2-29-17梅津歯科クリニック8月22日（日）

� 255-2028利府町神谷沢字南沢 1-1かたおか歯科クリニック8月29日（日）

� 361-1138塩釜市海岸通り15-100
イオンタウンショッピングセンター内ノーブルデンタルオフィス9 月５日（日）

　　歯歯科休日診療科休日診療 （受付：午前９時～午後３時）

犬・猫引き取り日

８月の納期限

●日時　８月２７日（金）

　午後１時３０分～午後４時３０分

●場所　多賀城市文化センター

●定員　５０人

●対象　 概 ね５５歳から６５歳までの
おおむ

方で、在職中又は退職後１年程度

の方

●内容　再就職という考え方をベー

スに退職後の生活設計をテーマと

して、講義形式で実施します。ま

た、中高年世代の就職状況や傾向

についての情報提供や職業相談・

紹介などの説明を行います。

●申込期間　

　８月２日（月）～８月２３日（月）

●参加費　無料

●申込み・問合先　産業観光課商工

観光班　�３５４-５７０８

中高年のキャリアライフセミナー

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月 ７０ 歳以

上になる方（8 月 2 日 ～ 9 月 1 日生まれ）

へ、高齢受給負担割合が記載された

国民健康保険者証を郵送します。

　なお、現在お持ちの被保険者証に

ついては、役場町民福祉課国保窓口

に返還してください。

●発送日　８月 23日（月）

●問合先　町民福祉課町民サービス

班　�３５４-５７０５

塩釜地区休日急患診療センター
日曜・休日・土曜準夜の急患診療のため塩釜地区２市３町で運営しています。

診療科目受付時間診　療　日

内科・小児科
　8：45 ～ 11：30

13：30 ～ 16：30

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（１２月３１日～１月３日）

小児科（15歳まで）18：30 ～ 21：30土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　塩釜市錦町 7-10　� 366-0630

みやぎパートナーズデー

「男女共同参画

フォーラム２０１０ inいしのまき」

●日時　８月２８日（土）午後１時～

●場所　石巻文化センター

●内容　基調講演　演題：女性の品

格、社会の品格　講師：板東眞理

子氏（昭和女子大学学長） 

　テーマ：地域で、仕事で、家庭で

輝くために

●参加費　無料

●その他　町では中央公民館から会

場まで送迎（午後０時２０分発）し

ますので、ぜひご参加ください

●申込締切　８月１２日（木）

●申込み・問合先　総務課総務管理

班　�３５４-５７０１

●日時　９月１１日（土）

　午後１時～午後４時

●場所　塩釜市公民館

●対象　県内のオストメイト（人工

肛門・人工膀胱保有者）及び家族等

●内容　術後のケア、装具、社会生

活、福祉制度に関する相談

●問合先　（社）日本オストミー協会

宮城県支部　�０２２８-３２-４２３４

オストメイト相談会の開催

　８月１７日（火）は松島灯籠流し花

火大会が開催されるため、町内一帯

は交通渋滞が予想されます。町営バ

スの中央公民館始発正午以降の便は、

運休とさせていただきますので、ご

了承願います。

●問合先

　総務課環境防災班　�３５４-５７８２

町営バス運休のお知らせ
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松島町緊急雇用対策に係る臨時職員を募集します

現況届のお知らせ

提出期間手当の種類

６／１から６／３０まで
※まだ提出されていない方は、早めに提出してください。

子ども手当
“中学生までの子どもを養育している方への手当”

８／１から８／３１まで
児童扶養手当
“ひとり親等で子どもを養育している方への手当”

８／１１から９／１０まで
特別児童扶養手当
“20歳未満の障害児を養育している方への手当”

　町では、離職を余儀なくされた非正規労働者、中高年齢者等の失業者に対して、次の雇用へのつなぎ雇用の創出

を図るため、下記職種に従事する臨時職員を募集します。

《応募資格》　

・年齢は不問です

・基準日：平成２２年１０月２日で失業されている方（基準日までに緊急雇用創出事業での任用期間が通算１年になる方は、応募できません。）

●申込方法　希望職種番号を明記した市販の履歴書と失業者であることを証明できるもの

　　　　　　（雇用保険受給資格者証、廃業届、履歴書、職務経歴書等）を総務課総務管理班に提出してください

●申込期間　平成２２年８月４日（水）～８月１３日（金）　　　　　　　●受付時間　午前８時３０分～午後５時

●面接予定日　面接についての詳細は、履歴書提出後に連絡します

●採用方法　書類審査および面接により採用を決定します　　　　　●問合先　総務課総務管理班　�３５４-５７０１

　次の手当を受けている方は、毎年「現況届」を提出しなければなりません。

　対象の方には、通知していますのでご確認ください。

内　　　　　　　　　　　　容職　　種番号

●募集人員　１人　　●仕事内容　諸証明交付及び一般事務補助

●勤務地　庁舎内（町民福祉課）

●勤務時間　８：３０～１７：１５　１日７時間４５分・週３８時間４５分

●休日　土曜・日曜・祝日・年末年始　　●任用期間　１０ 月２日～３月 ３１ 日

●加入保険　健康・厚生・雇用・労災　　●賃金　時給７００円

臨時事務補助員

（戸籍・住基等

窓口事務補助）

①

●募集人員　１人

●仕事内容　勤務地間の給食等の運搬及び給食調理補助並びに保育業務補助

●勤務地　高城保育所、高城保育所分園

●勤務時間　８：３０～１７：１５　１日７時間４５分・週３８時間４５分

●休日　日曜・祝日及び月曜から土曜までで指定する日・年末年始

●任用期間　１０月２日～３月３１日　　●加入保険　健康・厚生・雇用・労災

●賃金　時給７００円　　●その他添付書類　　普通自動車運転免許のコピー

●その他　勤務形態等は、所長の指定により一部調整する場合があります。

臨時業務補助員

（保育業務補助）

②

●募集人員　２人　　●仕事内容　保育士の業務支援及び入所児の生活・保育指導補助

●勤務地　松島・高城保育所

●勤務時間　８：３０～１７：１５　１日７時間４５分・週３８時間４５分

●休日　日曜・祝日及び月曜から土曜までで指定する日・年末年始

●任用期間　１０月２日～３月３１日　　●加入保険　健康・厚生・雇用・労災

●賃金　時給７００円

●その他　勤務形態等は、所長の指定により一部調整する場合があります。

臨時業務補助員

（保育業務補助）

③

●募集人員　１人　　●仕事内容　福祉相談支援業務及び一般事務補助業務

●勤務地　庁舎内（町民福祉課）

●勤務時間　８：３０～１７：１５　１日７時間４５分・週３８時間４５分

●休日　土曜・日曜・祝日・年末年始　　●任用期間　１０月２日～３月３１日

●加入保険　健康・厚生・雇用・労災　　●賃金　時給７００円

臨時事務補助員④

●問合先　町民福祉課福祉班　�３54-5706



広報まつしま 2010　8月号19

離職したときは国民年金の手続きをお忘れなく

「高齢者世帯・障がい者（児）外出支援事業」について（お知らせ）
　松島町では非課税世帯の高齢者（７５歳以上）世帯、重度障がい者（児）の方を対象に外出支援事業を実施します。

長期入院中や施設入所中の方は対象外となります。

　対象となる方には４月に通知していますが、まだ未提出の方はお早めに申請してください。

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

　会社をやめたときは国民年金の手続きが必要です。

　２０歳から６０歳までの間は国民年金の加入が義務付けられています。離職されたときは、第２号被保険者（厚生年

金）から第１号被保険者（国民年金）への変更の届け出が必要となります。また、配偶者を扶養していた場合は、第３

号被保険者（第２号被保険者に扶養されている配偶者）であった方についても、第３号被保険者から第１号被保険者

への変更届出が必要となります。

　国民年金の保険料は定額で月額１５,１００円（平成２２年度）です。手続き後、納付書が送付されますので金融機関やコ

ンビニエンスストアなどで納付するか、口座振替などの方法を利用してください。

○月々の保険料の納付が難しいときは

　国民年金には、所得が少ないなど保険料を納めることが経済的に困難な場合に、ご本人の申請手続きによって、

保険料の納付が免除される制度があります。

　特に退職（失業）により納付が困難な場合には、特例免除が申請できます。

　免除に該当するには、本人・配偶者・世帯主の前年所得が一定額以下である必要がありますが、退職（失業）によ

る特例を利用した場合には、離職した方の前年所得は除外されます。

　特例免除は申請する年度又は前年度における退職（失業）が対象となります。

手続きは、お住まいの市区町村の国民年金の窓口へ、①年金手帳、②認め印（本人が署名する場合不要）、③雇用保

険受給資格者証、または、離職票をご用意して手続きを行ってください。

○免除と未納ではこう違います

　・保険料の全額が免除された期間は、将来の老齢年金の年金額に、保険料を納付した場合と比較して２分の１と

して計算されます。（これまで３分の１として計算されていましたが、平成２１年４月以降の免除期間からは２分の

１として計算されるようになりました。）

　・病気や事故で障害が残ったときの障害年金や一家の働き手が亡くなったときの遺族年金など万一の年金請求の

際、免除期間については支給対象の期間とされます。

　・１０年の間であれば、再就職など資力が回復したときに納めることもできます。

　　（承認を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に納付するときは経過期間に応じて、当時の金額に加

算額が 上乗せされます。）

　　再就職までの間と思って未納にしておくと、まさかの事故や病気のとき、障害年金や遺族年金の保証が受けら

れない可能性もあります。毎月の保険料の納付が難しいときは、まずは免除申請をするようにしましょう。

●問合先　ねんきんダイヤル　�０５７０-０５-１１６５

【助成の内容】　※基準日を平成２２年１月１日としています。

　Ⅰ　障がい者（児）外出支援事業

　　※助成：福祉タクシー利用券（年 12,000 円分）を交付

　Ⅱ　高齢者世帯福祉タクシー助成事業

　　※対象：７５歳以上（昭和１０年１月２日以前に生まれた方のみの世帯）の高齢者のみの世帯のうち、

　　　　　　次に該当する世帯

　　　　　　　①非課税世帯（家族全員が平成２１年度市町村民税非課税の世帯）

　　　　　　　　※助成：福祉タクシー利用券（年 6,000 円分）を交付

【申請方法】　

　○申請期限：平成 ２２ 年 9月 ３０ 日（木）　平日午前 8時 ３０ 分～午後 5時 １５ 分　松島町役場 1階町民福祉課福祉班窓口

　○申請方法：郵送の申請書（窓口にも置いてあります）にご記入の上、町民福祉課福祉班まで提出願います。

　　　　

　※障がい等により来庁できない場合は郵送もできますのでご相談ください。
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●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

●平成２２年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢調査で、日本の未来を考えるた

めに欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査です。

●調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、私たちの暮らしのため

に役立てられます。

●９月下旬から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布します。

●記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をして調査員に渡していただくか、市区町村に郵送で提出していただき

ます。

平成２２年１０月１日　国勢調査を実施します

　小姓ヶ入から十文字に向う町道幡谷・十文字線で、昨年度

水道管敷設工事が行われた箇所の舗装復旧工事を行います。

工事に伴い、日中作業通行止めとなります。

●期間　８月２３日（月）～９月１０日（金）

　　　　（土・日曜日　祝日は除く）

●時間　午前９時～午後５時まで

●施工場所　幡谷字土屋沢　地内

●施工業者　三井住建道路（株）東北支店　

　　　　　　�２５８-１３４２

●問合先　水道事業所　上水道班　�３５４-５７１１

工事による通行止めのお知らせ

平成２２年　国勢調査における事務補助員の募集

町では、平成２２年国勢調査の事務補助員を募集しています。

●募集人数　３人

●仕事内容　国勢調査における一般事務補助、国勢調査の調査票の整理等

●勤務地　庁舎内　　●勤務時間　９：００～１６：００　１日６時間・週１６時間

●任用予定期間　平成２２年９月１日（水）～平成２２年１２月１０日（金）

　　　　　　　　（平成２２年８月２３日（月）～８月３０日（月）の間に勤務することもある）

●加入保険　労災　　●賃金　時給７００円

●申込方法　市販の履歴書に記入の上、企画調整課企画調整班に

　　　　　　持参または郵送で提出してください

●申込期間　８月２日（月）～８月１６日（月）

●受付時間　午前８時３０分～午後５時（土・日を除く）

●選考方法　提出された履歴書及び面接によって決定します

●問合先　企画調整課企画調整班　�３５４-５７０２
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シルバーだより　～シルバー人材センターの仕組み～

　ル－ルを守って楽しい花火を！“花火遊びは、迷惑にならない場所と時間と後始末”

キレイで楽しい花火だけど、まちがった遊び方をすると、とっても危険。花火で遊ぶときは、次のことを必ず守りましょう。

　　花火で安全に遊ぶポイント

　●花火に書いてある遊び方をよく読んで必ず守りましょう。

　●大人と一緒に遊びましょう。

　●たくさんの花火に一度に火をつけないようにしましょう。

　●バケツに水を用意し、遊び終わった花火は必ず水につけ、

　　きちんと分別して処分しましょう。

　平成２２年度　塩釜地区月別（７月・８月）防火標語

　　　　　　　　　　　　　「火事のない　平和な町を　君の手で」

　●問合先　松島消防署　�３５４-４２２６

花火はたのしく安全に遊びましょう

発注者

仕事を出す方々（家庭・企業 ･公共団体等）

仕事の発注にあたって

１．公共的 ･公益的な団体ですので、収益を目

的にしていません。安心して仕事をお任せし

ていただけます。

２．インターネットで頼みたい仕事をお気軽に

お申込みになれます。

●シルバーしごとネット http://shigoto.sjc.ne.jp

　電話、FAXでもお申込みになれます。

●仕事はセンターが責任を持って完成または遂

行します。

●会員は、臨時的かつ短期的な就業を条件にし

ていますので、ひとりの会員が長期にわたる

就業はしておりません。ただし、特別な知識、

技能を必要とする仕事については、継続的に

就業することもあります。

●事業所の社員と混在して就業することや、発

注者の指揮命令の下で就業する仕事は、お引

き受けしていません。

３．代金は、センターに支払っていただきます

が、賃金や給料ではありませんので、外注費・

委託費でお支払いください。

４．高年齢者の就業ですので、危険・有害な作

業を内容とする仕事はお引き受けしていませ

ん。

５．請負または委任になじまない仕事（雇用）は、

無料職業紹介事業や労働者派遣事業を利用す

ることができます。

会員

入会を希望される方は

●原則 ６０ 歳以上の健康で働く意欲のある方

●シルバー人材センターの趣旨に賛同して

いただいた方

●入会説明を受け、入会申込書を提出した

方（理事会の入会承認が必要です）

●定められた会費を納入していただける方

会員がシルバー人材センターで働く場合は

●会員は「自主・自立、協働・共助」の理念の

もとに、自分の体力・能力、希望に応じ

て働くことができます。

●会員は、シルバー人材センターから、請

負または委任の形式により仕事を引き受

けます。

●会員は、公平な就業機会を得るため、通

常ローテーションにより就業します。

●会員は、引き受けた仕事を完成または遂

行し、その仕事の内容によって配分金を

受け取ります。

仕事の発注�
／契約金の�
支払い�

希望する職�
種の登録�

臨時的・短期�
的な仕事�
（請負・委任）�

仕事の提供�
・就業�

仕事の受注�
／契約内容�
の履行�

配分金の�
支払い�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

就業規約とシルバー保険

●会員が安全・適正に就業できるように、

センターには会員の総意によって定めら

れた就業規約（約束ごと）があります。

●就業で万一けがなどをされた場合は、シ

ルバー団体損害保険で対応します。

社団法人

松島町シルバー人材センター
宮城県宮城郡松島町高城字浜 1 番地の 3
TEL.022-353-4505・FAX.022-353-4506

U022
長方形
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ペットボトルキャップで

世界に愛を届けよう！

～キャップ８００個で

１人の子どもの命が救えます～

　家庭で排出されるペットボトル

キャップを回収し、ワクチンを送り

一人でも多くの子ども達を助けたい

と考えています。

●回収時間・場所

１．まつの市会場（中央公民館駐車

場）８月２９日（日）、９月１９日（日）、

１０月２４日（日）

２．松島町商工会館　午前９時～午

後４時（土日、祝日を除く）

●問合先　松島町商工会女性部

　（松島町高城字浜 1-２７）

　�３５４-３４２２　FAX　３５４-４０５４

●夏季休業期間

　８月１２日（木）～８月１８日（水）

●午前中の開室

　７月２１日（水）～８月１１日（水）

　８月１９日（木）～８月２５日（水）

●その他　教育相談につきましては、

夏季休業期間を除き、午前・午後

とも実施しております。

●問合先　塩釜市けやき教室

　�３６４-５１４１　FAX　３６５-３３４７

塩釜市けやき教室夏季休業について

●日時　8月 ２７ 日 （金） ・ 9 月 8 日 （水）

　 の２日間

　午前９時～午後４時３０分

●場所　マリンゲート塩釜

　（塩釜市港町 1-4-1）

●受付期間　７月２８日（水）

～８月１７日（火）

●定員　６０人

　（定員になり次第締切り）

●申込場所　塩釜地区管内の各消防

署

●受講料金　２,５００円（テキスト代と

して申込み時にお支払いください）

●申込み・問合先　塩釜地区防災安

全協会　事務局：消防事務組合消

防本部　予防課　�３６１-１６１７　

　または、塩釜地区管内の各消防署

危険物取扱者準備講習会

●日時　１０月８日（金）

　午前９時 30分～正午

　（雨天中止：当日午前６時決定）

●場所　七ヶ浜町第１スポーツ広場

　（七ヶ浜町吉田浜字野山 1-2）

●締切り　８月２７日（金）

●問合先　塩釜地区消防事務組合消

防本部予防課内消火技術コンクー

ル大会事務局　�３６１-１６１６

参加してみましょう！

「消火技術コンクール」

●日時　８月２１日（土）

　午後１時～午後４時３０分

●会場　太白区文化センター

　（楽楽楽ホール：仙台市太白区長町

5-3-2）

●定員　５００人（先着順、入場無料・

手話通訳あり）

●内容　１．シンポジウム

　　　　２．ファミリーコンサート

　　　　３．ビデオ上映

●問合先　仙台法務局塩釜支局

　�３６２-２３３８

ハンセン病に関する夏休み

親と子のシンポジウム

　県で差し押さえした電話加入権を

入札により公売します。どなたでも

入札に参加できます。

●日時　８月６日（金）午前１１時～

●場所　宮城県塩釜県税事務所

　（塩釜市錦町 5-２８）

●問合先　宮城県塩釜県税事務所

　納税第１班　�３６５-４１９３

電話加入権をお売りします

●日時　９月４日（土）　午前 １１ 時～

●場所　花ごころの湯　新富亭

　（松島字垣ノ内３８-1）

●会費　３,０００円

●申込締切　８月 ３０ 日（月）まで、ご

連絡ください

●問合先　松島高等学校　総務部

　相原　�３５４-３３０７

平成 ２２ 年度松島高等学校同窓会

　心と身体を同時に鍛える合氣道。

自分の心と身体をコントロールでき

るようになり日常生活に活かせます。

お子様・女性でもできる無理のない

稽古をぜひ体験してみてください。

●場所　華園集会所

●日時　土曜日

　園児・小学生

　午後１時３０分～午後２時３０分

　中高生・大人

　午後２時３０分～午後４時

●問合先　竹田　�７６７-８０２４

「合氣道」見学・無料体験

●内容　お魚タッチプール、プラン

クトン観察、サケ幼魚の展示など

●日時　８月２８日（土）

　午前１０時～午後２時３０分

●場所　東北区水産研究所

　（塩釜市新浜町 3-２７-5）

●入場料　無料

●その他　今年は若鷹丸の一般公開

はありません

●問合先　東北区水産研究所

　業務推進部業務推進課　安達

　� 365-9924

東北区水産研究所一般公開

「水産研究所ってどんなとこ？」

　ＮＴＴ東日本宮城支店では、平成

２２年８月中に順次、新しい電話帳

（平成２２年９月発行）を各ご家庭・

事業所へお届けします。その際、現

在お使いの電話帳は、新しい電話帳

とお取替えしますので、配達員へお

渡しください。

●問合先　タウンページセンター

　�０１２０-５０６-３０９

ＮＴＴ東日本発行の電話帳を

配達・回収します
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健 康 ら ん ど
マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
８月９日（月）、８月 23日（月）
母子健康手帳の交付　９：３０～１１：００
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　�３５５－０７０３）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
８月３日（火）　１歳６カ月児健診（H20.12 月～ H21.1 月生）
　　　　　　　　　　　　受付　１２：３０～１２：４５
８月４日（水）　　ハイハイ赤ちゃんセミナー（H21.12 月～H22.1 月生）
　　　　　　　　　　　　受付　９：３０～９：４５
８月６日（金）　３歳６カ月児健診（H19.1 月～ 2月生）
　　　　　　　　　　　　受付　１２：３０～１２：４５
８月 １２ 日（木）　１歳児パクパク教室（H21.6 月～ 8月生）
　　　　　　　　　　　　受付　９：３０～９：４５
８月 ２５ 日（水）　２歳６カ月児歯科健診（H20.3 月～ 4月生）
　　　　　　　　　　　　受付　１２：３０～１２：４５
　　　　　　　２歳児むし歯予防教室（H20.8 月～ 9月生）
　　　　　　　　　　　　受付　１３：００～１３：１５
８月 ２７ 日（金）　３～４カ月児健診（H22.4 月 3 日～H22.5月 31 日生）
　　　　　　　　　　　　受付　１２：３０～１２：４５

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
８月２日（月）、８月１７日（火）　どんぐり保健室　９：００ ～ １１：３０
８月４日（水）、８月２５日（水）　どんぐり保健室　１３：３０ ～ １４：３０
　血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽
にご利用ください。

シルバー昼食会
８月３日（火）、 １７ 日（火）　あったか～い（どんぐり①）
８月５日（木）、 １９ 日（木）　あったか～い（健康館）
８月６日（金）、 ２０ 日（金）　あったか～い（品井沼）
８月 １０ 日（火）、 ２４ 日（火）　あったか～い（どんぐり②）
８月 １１ 日（水）、 ２５ 日（水）　あったか～い（公民館）
８月 ３１ 日（火）　　　　　　あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業（保健福祉センターどんぐり）
８月 １３ 日（金）　健康の日　１０：００～１１：３０
８月 ２３ 日（月）　ノルディックウォーキング教室

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（１人３０分程度）　＊事前に予約が必要です。
●問合先　�３５５-０７０３（保健師、栄養士）

塩釜保健所での各種受付（予約制）
HIV 抗体検査・骨髄バンク登録受付 
　８月４日（水）、８ 月 １８ 日（水）９：００～１７：００
※HIV 抗体検査、骨髄バンク登録は電話予約により匿名で受け
付け、原則として無料です。

　検査・登録受付日の前日まで予約をお願いします。
　予約受付日・時間は平日９時から午後５時まで（祝祭日除く）
●申込み・問合先
　　塩釜保健所　障害者支援班　�３６５-３１５３
　　塩釜保健所　疾病対策班　　�３６３-５５０４
　　保健福祉センターどんぐり　�３５５-０７０３（保健師）

≪心の健康づくり≫　⑤〈アルコールについて（その3）〉　

※保健所のアルコール相談もご利用ください。次回は９／１０（金）です。塩釜保健所　障害者支援班　�３６５-３１５３（要予約）

●問合先　町民福祉課健康長寿班　保健師　�３５５-０７０３

　６月号と７月号では、アルコール依存の兆候や適切な飲酒量につい

てご紹介しました。多量飲酒はアルコール依存症になる危険が高まり

ますが、心身にはどんな影響を与えるのでしょうか？

●アルコールの臓器や脳への影響
　肝機能障害（脂肪肝、肝硬変）、食道がん、膵炎、脳の委縮（記憶力、

感情のコントロール、注意力の低下）、不整脈、高血圧、糖尿病など、

６０以上の病気やけがを引き起こすといわれています。

●アルコール依存の精神面に及ぼす影響
　アルコール依存は、心の病気、特にうつ病を合併することが多いと

いわれています。特に自殺願望をもっている人がお酒を飲むと、精神

的な抑制が外れて衝動的に自殺してしまう可能性があるので注意が必

要です。また、アルコール依存が進むと不眠も起こりやすくなります。

　お酒を飲む人は誰でもアルコール依存症になる可能性がありますが、

アルコール依存症は予防できます。まずは、自分の飲酒習慣を振り返

ることが必要ですので、日々の飲酒量とどんなときに飲んだかメモを

取ってみましょう。次に、具体的な目標と対策を立てます。目標は、

高すぎると途中で挫折してしまいますので、まずは飲酒量を２ /３に

減らす、週に２回は休肝日を作るなど、自分ができそうな目標にしま

す。そして、その目標を達成するための対策を考えます。家族など周

囲に目標を宣言するのも良いと思います。また、自分はいつもどんな

時に飲みたくなるのか整理して、自分にとって危険な状況をどう飲酒

せずにやり過ごすか考えてみることも大切です。さらに、飲酒量を減

らすとどんないいことがあるかリストアップしてみます。お酒のため

に使っていた分のお金が貯まる、家族が喜ぶ、不眠が改善される、病

気のリスクが減るなど色々書き出してみてください。

　アルコール依存症の疑いが強い場合は、早くに専門の医療機関を受

診してください。アルコール依存症になった場合は、専門の治療が必

要です。お酒は減らすのではなく「断酒」が必要になります。

　●アルコール依存症の診断
　次の６項目のうち３項目以上が、過去１年間に繰り返し起きた場合、

あるいは同時に１カ月以上続いた場合に、アルコール依存症と診断さ

れます。

　①　飲酒への強い欲望や脅迫感がある

　②　飲酒する時間や場所、量などをコントロールできない

　③　飲酒しないと離脱症状（手の震え、汗、睡眠障害、吐き気、い

らいら、うつ状態、幻聴、幻覚など）がおこる

　④　耐性の増大（飲酒量の増加）

　⑤　飲酒以外の娯楽を無視し、飲酒や酔いからの回復にかかる時間

が長い

　⑥　有害な結果があるのに飲酒する

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康のののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』 参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集『健康の日』　参加者募集
　総合健診まであと１カ月。脂肪燃焼に効果的な運動で来月

に備えましょう。

　たくさんの参加をお待ちしています。

●日　時　８月１３日（金）　１０時～１１時３０分
●場　所　松島町温水プール　美遊（二階スタジオ）
●内　容　ボールエクササイズ、他
　　　　　（運動できる服装・室内用運動靴を持参してください）

●参加費　３００円
●申込み　８月１２日（木）まで下記へお申込みください。
　　　　　町民福祉課健康長寿班健康づくり担当

　　　　　�３５５-０７０３
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駅を中心とした地域活性化を
品井沼ステーション有限会社 代表取締役 星和人さん

2010 8月号  No. 428

有人駅としての役割
　品井沼駅は地域の方々や町が協力して、設立した会

社、品井沼ステーション（有）が乗車券の販売や駅前駐

車場の管理を行っています。

　代表取締役の星和人さんは駅前で商店を営みながら、

ボランティアで会社の運営を担っています。

　「無人駅と違っていつも、いってらっしゃい、お帰り

なさいで、利用者の気持ちを癒しています。地域の子

どもたちの顔もわかるので、子どもたちの非行防止に

も役立っています」と有人駅としての役割を話す星さん。

電車内で急患が発生した際に、救急車の要請など対応

したことも何度かあったそうです。

地域コミュニティの
中心として
　品井沼駅では、シルバー

人材センターの方々がボラ

ンティアで植木を剪定したり、地域の方々が率先して

ごみ拾いや花壇の植栽を行っているそうです。また、

くぬぎ台に新しい住民の方を迎え、新たな利用者も増

えているそうです。

　星さんは、「駅があることで、地域の方々のコミュニ

ティ活動の場としての一躍を担い、地域の住民同士の

交流にも役だっています。ごみが落ちていないところ

には、子どもたちだってごみは捨てませんよね」と環境

美化や住民同士の交流など、地域コミュニティの重要

性も視野に入れた運営を心がけています。

駅を中心とした地域活性化を
　これから益々高齢化が進む中で、駅を中心とした地

域活性化の必要性を指摘する星さん。株主の皆さんか

らは駅周辺でのイベントや地場産品の市場など新しい

企画の提案をされているそうです。「幹線道路沿いでは

ないので課題もありますが、駅を中心とした地域活性

化を目指してがんばります」と公共の駅としての新たな

使命にチャレンジします。

（Ｈ ２２ 年 7 月 1 日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比
男 7,492 人（－    2）　   人口 15,487 人（－14）
女 7,995 人（－12）　   5,503 世帯（－1）
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▲ 白い木造の小さな駅は、地域の方々の協力で維持されています

（
幡
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字
鹿
渡
三
十
七
番
地
）

浅井元義スケッチシリーズ

▲星和人さん

▲品井沼駅構内


